
東北農業研究 (Tohoku Agric Res)39,  3-4(1986)

東 北 地 方 の 主 要 水 稲 品 種 の 穂 型

第 2報  現 在 の 奨 励 品 種

井 上 正 勝 ・ 斉 藤  滋
(東北農業試験場)

Panicle Types Of Rice Varieties in Tohoku District

2  Existing recomended varieties

Masakatsu INOUE and Shgerll SAITO

(Tohoku National Aghcultural Experiment Station)

1  1き  じ め に

優良な多収品種選抜の目安となる穂型の分類を試み,そ

れに関連する穂数,一穂籾数,二次枝梗粗比率,粒着密度

等の穂形質が現在の東北,北陸地方の奨励品種の間でどの

ような差があるかどうかを知るため, これらの形質につい

て調査した。また栽培条件による穂″質の変動を知るため

4品種について施肥量を変えて調査を行った。

2試 験 方 法
(1)試験 I

l)供試材料 : 現在の東北,北陸地方の主要な水稲
奨励品種21(表 1)。

" 
耕種概要 : 播種 4月 26日 ,移植 6月 4日 ,栽植

密度247株 /″, 1本植え(手植え), 施肥量 :基肥N04
″/α (硫化燐安 ),穂肥N02″ /α (NK化成 )
0 調査項目 : 収量調査は各区10株の靭重を調査。

また各品種の穂数が平均的な3株を登熟後刈取り,それら

の各株 3長穂の一次,二次枝梗別に初数を調査。
0)試験■
アキヒカリ,キ ヨニシキ, トヨニシキ及びササニシキの

4品種について生産力検定試験の多肥区 (N12″ )と 標
肥区 (N08″ )及び少肥区 (N04″ )か ら各品種10株

表 : 東北地方主要品種の穂型と穂形質

を取り,各株から長穂 (穂重の重いもの )3本 と中間穂
(穂重が中位 )2本を取り出し,穂長,穂重並びに枝梗数,

枝梗別籾数の調査を行った。これら生検の播種期は4月 26

日,移植期は6月 1日 ,栽潅密度は335X135"の 手植
えによる2本植である。

3 試験結果及び考察

第 1報 (歴代主要品種 )と 同様,本試験の供試品種を 1

穂籾数と二次枝梗籾比率の大小により穂型の分類を行った

分類基準は第 1報の基準に準じた。現在の奨励品種には豊

国や亀ノ尾のような一穂靭数の大きい品種は含まれていな

いため,一穂靭数が中程度 (Hl以上 )の D型品種群と小
さい (HO以下 )E型品種群の 2階級に分類した。 D型品
種群は更に二次枝梗靭比率の高低により,高い(58%以上 )

D′型品種群 (4品種 )と 中程度 (42-57%)のD型品種群
(15品種 )に 分け,そ の結果を供試品種の穂形質とともに

表 1に示した。

一穂籾数の小さいE型品種群はハッニシキとホウネンワ

セであり,これらは粒着密度が低く,ま た草型指数の低い

穂数型品種である。二次枝梗靭比率の高いD′型品種群はサ

サニシキ,ササシグレ,ア キホマレ及びキヨニシキであり,

これら品種の草型指数は低いササニシキ (15)か ら高いキ

ヨニシキ (27)ま で幅が広い。なおこれら4品種は近縁関
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係にあり,二次枝梗籾比率の高い特性は第 1報で述べたと

同様に遺伝的特性と思われる。第 1報でD″ と分類したヨ

ネンロは本試験ではD型となっている。しかしD型中では

二次枝梗靭比率の低い品種である。上記以外の品種はすべ

てD型に入り,第 1報の歴代品種と比較して現在の奨励品

種はD型,D′型に集中しており,穂型の変異幅は小さい。

次に地域別に栽培品種と草型の関係をみると,東北地方

の品種はハツニシキ,ササニシキ,サ トホナミ,ハマアサ

ヒ等が草型指数が低い(12～ 16)穂数型あるいは偏穂数型

であるが,他の多くの品種はこの値が20～ 27の間にある偏

穂数～偏穂重型である。一方参考のために加えた北陸の主

要品種はトドロキワセ (14)か らコシヒカリ(20)までで,

いずれも穂数～偏穂数型品種であり,分布する品種の車型

に両地域間で大きい差がみられる。

表 2に東北地方における作付の上位 4品種アキヒカリ,

キヨニシキ, トヨニシキ及びササニシ■について施肥量を

3段階に変えて栽培した場合の結果を示した。 4品種とも

施肥量が多いはど拝長が長く,穂数も多い傾向であるが,

実質穂長 (穂の先端から最も下の靭までの長さ)の差は小

さかった。一次枝梗数は品種間に差があり,アキヒカリ,

トヨニシキが12～13本で多く,次いでキヨニシキは約 115

本,ササニシキは103本でアキヒカリを除く3品種は施肥

量による差は少ない。二次榛便数及び一穂籾数はアキヒカ

リ,キ ヨニシキがいずれの施肥区でも他の 2品種より多い

傾向がみられる。また二次枝梗籾比率はこの一次技梗と二

次枝梗数との組合せによりはぼ決まり,その値は施肥量を

変えても大きな変化はなく,ササニシキ>キヨニシキ≧ア

キヒカリ>ト ヨニシキの順となり,品種間差は明瞭である。

更に長穂,中間穂のいずれの場合もほぼ同様の傾向であっ

た (図 1)。

一穂籾数,二次枝靭籾比率,粒着密度の変動係数は表 2

にみられるように3～ 7%で稗長,穂長はどではなぃが比

較的安定した品種特性であり,本試験で行った一穂粗数と

二次枝梗靱比率による穂型の分類も比較的安定した分類方

法と考えられた。

この試験における収量は多肥で倒伏したササニシキを除

く3品種は多肥ほど多収であり,いずれも68～ 69″ /α で

あった。一方,少肥区では4品種とも63～ 64″ /α でほぼ

同じ収量であった。ササニシキは少肥区でも穂数が確保し

やすく,同時に一穂靭数も二次枝梗数が多いことから穂数

型品種としては多いため,第 1報の結果と同様,少肥レベ

ルで相対的に多収な品種と言える。

35      40      45      50
中間穂の二次技横靭比率 (%)

図 1 施肥量別長穂と中間穂の二次枝梗籾比率

品種がある地域に適応するかどうかは様々な要因が関係

するであろうが,品種の特性である草型,穂型と気象条件

との関係も重要と考えられる。特に登熟の良否と関連させ

て穂型と品質,収量との関係を更に検討する必要があると

思われる。
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表 2 4品種の施肥水準別穂形質とその変異 (10株調査 )
― 富 着 拉 初 数
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